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議員定数が20名となってから初めての市議会議員選挙後の初議会と

なる第194回加西市定例会が開催され、（人事案件5件）（報告案件4件）

が慎重審議の結果それぞれ可決（同意・可決）された外、議員提出議

案（2件）、請願（1件）、陳情（1件）についても可決、または採択さ

れました。

また、議長に山下光昭氏、副議長に友藤雄彦氏、監査委員に西浦徹

氏を選出するなど各委員会委員や選出委員が決定し、新しい審議体制

がスタートしました。

CONTENTS
2～3 委員会構成ならびに各議会選出委員

4～5 主な一般質問と答弁

6 ・ちびっ子議員登場　・議会を傍聴して

第194回定例会のまとめ
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岸本　正三
①10番
②新政クラブ
③S24.6.18 ④1回

織田　重美
①8番
②公正クラブ
③S16.1.5 ④2回

◯高橋佐代子
①6番
②21政会
③S23.1.2 ④1回

◎桜井　光男
①16番
②新政クラブ
③S24.11.5 ④3回

総
務
委員会

西川　正一
①15番
②正睦会
③S16.4.23 ④5回

西浦　　徹
①13番
②21政会
③S22.1.2 ④2回

土本　昌幸
①3番
②公明党
③S26.12.6 ④1回

◎委 員 長
◯副委員長
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高見　　忍
①19番
②21政会
③S11.1.27 ④4回

後藤　千明
①7番
②公正クラブ
③S23.1.20 ④3回

◯三宅　利弘
①11番
②新政クラブ
③S22.1.19 ④1回

◎森田　博美
①12番
②21政会
③S30.5.27 ④2回

厚
生
委員会

吉田　　稔
①2番
②苟新会
③S29.1.2 ④1回

森元　清蔵
①1番
②民声会
③S30.1.15 ④4回

友藤　雄彦
①18番
②新政クラブ
③S9.6.30 ④3回

◎委 員 長
◯副委員長

左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員左から友藤副議長、山下議長、西浦監査委員

①議席番号
②会派
③生年月日
④当選回数

新新新新ししししいいいい
審審審審議議議議体体体体制制制制決決決決定定定定
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黒田　広之
①20番
②21政会
③S9.7.18 ④5回

井上　芳弘
①5番
②日本共産党
③S26.9.22 ④5回

◯円井　滋美
①9番
②新政クラブ
③S26.2.24 ④1回

◎繁田　　基
①4番
②公明党
③S23.2.23 ④2回

建
設
経
済
委員会

山下　光昭
①14番
②公正クラブ
③S20.3.15 ④3回

西村　　衛
①17番
②新政クラブ
③S11.5.2 ④3回

◎委 員 長
◯副委員長

議議議議会会会会運運運運営営営営・・・・特特特特別別別別委委委委員員員員・・・・そそそそのののの他他他他選選選選出出出出委委委委員員員員 ◎委 員 長
◯副委員長

委　　　　　員　　　　　名

議 会 運 営 ◎黒田広之　○西村　衛　繁田　基　織田重美　三宅利弘　桜井光男　高見　忍　

行 政 改 革 ◎織田重美　○岸本正三　森元清蔵　繁田　基　高橋佐代子　森田博美　桜井光男

環 境 保 全 対 策 ◎西川正一　○井上芳弘　円井滋美　西浦　徹　西村　衛　黒田広之　　

幼 保 一 元 化 ◎後藤千明　○土本昌幸　吉田　稔　三宅利弘　友藤雄彦　高見　忍　　　

土地開発公社監事 西村　衛
加古川上流区域流
域下水道事業促進
協 議 会 理 事

後藤千明

森元清蔵　井上芳弘

高橋佐代子

都 市 計 画
審 議 会 委 員

織田重美　岸本正三

西川正一

高見　忍

農業委員会委員 森田博美
播磨内陸医務事業
組 合 議 会 議 員

桜井光男

民 生 委 員

推 薦 会 委 員
吉田　稔　三宅利弘

青 少 年 問 題

協 議 会 委 員
土本昌幸　円井滋美

北播肢体不自由児
機能回復訓練施設
事務組合議会議員

繁田　基
国民健康保険運営
協 議 会 委 員

有線放送電話運営

審 議 会 委 員

市
議
会
に
は
、
議
員
全
員
が

集
ま
っ
て
開
く
「
本
会
議
」
と
、

少
人
数
で
開
く
「
委
員
会
」
が

あ
り
ま
す
。
委
員
会
に
は
常
時

設
け
て
い
る
「
常
任
委
員
会
」

と
必
要
な
と
き
に
設
け
る
「
特

別
委
員
会
」
そ
れ
か
ら
本
会
議

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、

議
会
の
運
営
の
仕
方
を
打
ち
合

わ
せ
す
る
「
議
会
運
営
委
員
会
」

が
あ
り
ま
す
。

総
務
委
員
会

税
金
や
市
の
財
政
、
加
西
市

の
将
来
計
画
、
学
校
施
設
等
の

教
育
問
題
等

厚
生
委
員
会

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

等
の
福
祉
対
策
、
消
防
や
病
院

の
問
題
、
環
境
問
題
等

建
設
経
済
委
員
会

商
工
業
の
振
興
、
農
業
生
産

の
向
上
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
道
路
や

河
川
改
修
、
住
宅
や
上
下
水
道

の
整
備
等

※閉会中の常任委員会の開催予定
建設経済委員会　H.15.8. 6（水） 10：00～　議会棟3F 委員会室
厚 生 委 員 会　H.15.8. 8（金） 10：00～　議会棟3F 委員会室
総 務 委 員 会　H.15.8.19（火） 10：00～　議会棟3F 委員会室



加
西
南
産
業
団
地
、
東

産
業
団
地
の
特
区
認
定

に
伴
い
、
両
産
業
団
地
に
お
い
て

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
の

オ
ー
プ
ン
後
５
月
末
ま

で
の
約
２
ヵ
月
間
の
北
条
町
駅
で

の
乗
降
客
数
の
対
前
年
度
比
は
約

105
％
、
北
条
鉄
道
全
体
で
の
運
輸

収
入
で
比
較
す
る
と
12
％
伸
び
て

い
ま
す
。

公
益
施
設
と
商
業
施
設
と
の
相

乗
効
果
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
図

書
館
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
来
館
者

の
波
及
効
果
を
期
待
し
ま
す
が
、

テ
ナ
ン
ト
の
集
客
等
に
つ
き
ま
し

加
西
南
・
東
産
業
団

地
特
区
認
定
に
つ
い

て
の
内
容
と
今
後
の
見
通
し
と

問
題
点
に
つ
い
て

ＱＡ

Ａ
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
う
北
条

鉄
道
へ
の
効
果
は
。
ま
た
公
益
施

設
と
商
業
施
設
の
相
乗
効
果
は

Ｑ

新
図
書
館
の
平
成
15

年
5
月
末
現
在
の
利

用
状
況
は

Ｑ
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン
以

来
約
２
ヵ
月
間
の
来
館

者
数
は
述
べ
６
万
５
９
５
２
人
、

１
日
平
均
１
２
９
３
人
の
利
用
者

が
あ
り
ま
す
。

貸
出
冊
数
は
５
月
末
で
７
万
８

２
５
９
冊
。
既
に
旧
図
書
館
の
昨

年
度
の
総
貸
出
数
４
万
７
８
４
５

冊
を
２
ヵ
月
間
で
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
１
日
平
均
の
貸
出
数
は

１
５
３
４
冊
と
旧
図
書
館
２
６
１

冊
の
約
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
人
数
は
旧
図
書
館

が
昨
年
度
１
万
２
７
６
２
人
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
５
月
末
で
２

万
３
４
５
５
人
と
２
ヵ
月
間
で
既

に
倍
近
い
方
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

１
日
平
均
利
用
者
数
は
４
６
０
人

で
、
旧
図
書
館
70
人
の
約
6.6
倍
、

登
録
者
数
も
５
月
末
現
在
で
１
万

６
４
８
人
と
、
既
に
旧
図
書
館
の

３
倍
近
い
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
旧
図

書
館
と
比
較
し
て
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
予
想
以
上
の
利
用
状
況

で
す
。

加
西
南
・
東
産
業
団

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い

新

図

書

館

Ａ

て
は
商
品
の
品
揃
え
な
り
、
サ
ー

ビ
ス
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
集
客

力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
管
理
会
社
か
ら
も
そ
の
よ

う
な
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
公
益
施
設
部
分
と
相

互
連
携
し
た
集
客
力
の
向
上
に
つ

い
て
管
理
会
社
と
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

議会だより NO.96（4）



基
盤
促
進
整
備
事
業
、

並
び
に
県
営
で
の
整
備

等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
農
家

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
３
月
28

日
に
ゴ
ム
製
起
伏
堰
等
連
絡
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

ゴ
ム
製
起
伏
堰
に
つ
い
て
は
、
昭

和
51
年
の
災
害
に
よ
り
万
願
寺
川

（5）議会だより NO.96

に
設
置
さ
れ
た
井
堰
の
損
傷
が
特

に
激
し
く
、
早
急
に
改
修
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
協

議
会
と
協
力
し
、
関
係
機
関
に
地

元
負
担
の
軽
減
に
向
け
て
努
力
し

ま
す
。

ま
た
、
別
途
県
や
市
の
担
当
者

に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
検

討
中
で
、
社
土
地
改
良
事
務
所
、

そ
し
て
県
の
社
土
木
事
務
所
の
加

西
事
業
所
、
そ
し
て
地
域
振
興
部

農
村
整
備
課
の
３
者
で
、
既
に
昨

年
の
暮
れ
に
第
１
回
目
の
会
合
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
の

会
合
を
継
続
し
ゴ
ム
井
堰
の
修
理

に
対
す
る
検
討
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

ん
で
い
る
が
交
通
量
も
多
く
な
く

安
全
で
あ
る
。
⑤
就
学
前
児
童
の

減
少
及
び
今
後
急
激
な
自
然
増
、

社
会
増
も
考
え
ら
れ
な
い
。
⑥
私

立
保
育
所
と
の
競
合
が
な
い
。
以

上
の
６
つ
が
大
き
な
要
因
で
す
。

形
態
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
幼

稚
園
を
保
育
所
内
に
移
し
、
幼
児

園
と
し
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
所

を
組
み
合
わ
せ
、
い
わ
ゆ
る
短
時

間
保
育
部
（
幼
稚
園
）
と
長
時
間

保
育
部
（
保
育
所
）
と
の
両
方
を

兼
ね
備
え
た
２
本
立
て
で
考
え
て

い
ま
す
。

対
象
年
齢
は
、
短
時
間
保
育
部

は
５
歳
児
、
長
時
間
保
育
部
は
０

歳
か
ら
５
歳
児
が
対
象
で
、
５
歳

児
で
２
時
以
降
も
延
長
し
て
保
育

を
必
要
と
す
る
園
児
に
つ
い
て
は
、

保
育
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
で
長

時
間
保
育
部
を
選
択
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
短
時
間

保
育
部
は
一
律
負
担
、
長
時
間
保

育
部
は
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
考

え
て
い
ま
す
。
短
時
間
保
育
部
は

夏
季
休
業
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定

時
間
を
設
定
し
て
午
前
中
の
夏
季

特
別
保
育
を
検
討
中
で
、
利
用
日

数
に
応
じ
た
保
育
料
の
負
担
を
基

本
に
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ

年
齢
は
同
じ
内
容
の
教
育
、
保
育

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
幼
児
園
で
は
幼
児
の
発
達

段
階
に
応
じ
一
貫
し
た
教
育
、
保

育
を
行
い
、
地
域
の
子
供
の
成
長
、

発
達
を
促
進
す
る
よ
う
に
考
え
て

お
り
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

も
と
、
３
歳
児
か
ら
の
早
期
教
育

に
取
り
組
み
、
５
歳
児
に
関
し
て

は
短
時
間
、
長
時
間
保
育
部
の
ど

ち
ら
に
い
て
も
午
後
２
時
ま
で
は

幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
く
幼
児

園
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
２

時
以
降
は
保
育
指
針
の
内
容
に
沿

っ
た
保
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

保
育
内
容
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
の
負
担
、
保
護
者
の
負
担
の

関
係
で
す
が
、
市
の
負
担
に
つ
い

て
大
幅
な
軽
減
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
い
ま
の
幼
稚
園

の
授
業
料
に
比
べ
る
と
安
く
な
る

人
も
あ
れ
ば
高
く
な
る
人
も
出
て

き
ま
す
。

行
政
及
び
保
護
者
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
行
政
に
と
っ
て
は
幼
児
園

創
設
に
よ
り
職
員
減
が
図
れ
る
こ

と
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
幼

稚
園
で
の
預
か
り
保
育
、
保
育
所

で
の
延
長
保
育
な
ど
に
対
し
て
職

員
が
１
ヵ
所
で
対
応
で
き
る
こ
と

等
効
率
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た

同
じ
園
舎
で
行
う
た
め
各
職
員
の

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
等
が
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
。
ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て

は
、
①
就
学
前
教
育
と
保
育
の
一

本
化
が
で
き
る
。
②
子
育
て
の
一

貫
性
が
図
れ
る
。
③
複
数
年
の
就

学
が
可
能
。
④
少
子
化
や
女
性
の

社
会
進
出
の
中
で
、
延
長
保
育
や

一
時
保
育
、
預
か
り
保
育
な
ど
の

多
様
化
す
る
子
育
て
支
援
の
強
化

が
図
れ
子
育
て
の
継
続
的
な
見
守

り
が
で
き
る
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ム
製
起
伏
堰
の
更

新
に
伴
う
農
家
負
担

の
軽
減
に
つ
い
て

Ｑ

賀
茂
地
区
で
実
施
さ

れ
る
幼
児
園
で
の
保

育
内
容
と
そ
れ
に
至
っ
た
経
緯

は
。
ま
た
園
児
、
保
護
者
、
行

政
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

Ｑ
平
成
16
年
度
開
設
の
幼

児
園
候
補
地
を
平
成
14

年
度
か
ら
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は
日
吉

地
区
、
泉
地
区
、
九
会
地
区
、
賀

茂
地
区
の
４
ヵ
所
が
候
補
地
と
し

て
協
議
さ
れ
、
最
終
的
に
賀
茂
地

区
を
候
補
地
と
し
て
決
定
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
①
平
成
７
年
築
と
園
舎
自
体

が
新
し
い
。
②
ま
た
定
員
70
名
以

上
の
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
余
裕

が
あ
る
。
③
幼
稚
園
と
保
育
所
と

が
近
接
し
て
い
る
。
④
道
路
を
挟

ゴ
ム
製
起
伏
堰

賀
茂
地
区
で
の
幼
児
園

Ａ

Ａ
賃
貸
契
約
締
結
が
可
能
と
な
っ
た
。

企
業
が
使
用
す
る
用
地
す
べ
て
を

賃
貸
（
事
業
用
定
期
借
地
権
）
し
、

賃
貸
期
間
は
10
年
以
上
で
20
年
を

限
度
と
し
て
お
り
、
賃
借
料
は
、

加
西
南
で
月
額
平
均
平
米
当
た
り

約
71
円
、
加
西
東
で
約
54
円
に
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
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市議会だよりは、皆様と市議会をつなぐ【パイプ役】として常に『正確でわかりやすい』をモットーに編集しています。
この市議会だよりをよりよいものとしていくため、皆様のご意見をお寄せください。お待ちしています。

あなたのご意見を
お寄せください

■議会だよりは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

幼保一元化特別委員会を傍聴して本会議を傍聴して

もっとオープンな話し合いの場をたくさん

もってください。 （市内　女性）

地元の説明会に市長に是非参加してもらい

保護者の生の声を聴いてほしい。宜しくお願

いします。 （市内　女性）

本
会
議
は
、
受
付
け
（
2
F
議

会
事
務
局
）
で
住
所
・
氏
名
な
ど

を
記
入
す
る
だ
け
の
簡
単
な
手
続

き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。本

会
議
は
3
・
6
・
9
・
12
月

に
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
新

聞
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
広
報
し
ま
す
。

な
お
、
各
委
員
会
の
傍
聴
は
住

所
・
氏
名
な
ど
の
記
入
に
加
え
、

委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
の
で

委
員
会
開
催
前
に
必
ず
議
会
事
務

局
に
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕁
0
7
9
0
―
42
―
8
7
9
0

（
議
会
事
務
局
直
通
）

加西市の定例会を傍聴させていただきあり

がとうございました。

いつも感じていることですが加西市の議員

さんはいろんな問題点を非常によく調査・研

究されており熱意のこもった発言をされてお

ります。

恐らく時間をかけて議案を熟読されたり新

聞や専門書等により研究されたり中央の動き

にも絶えず注意を払っておられることと思い

ます。

今日はそのような議員さん、また執行者の

皆さんに敬意を払いつつ拝聴させていただき

ました。 （市内　女性）


